
立
地
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ
１
４
年
度
、
中
国
横
断
道
全
通
庄
原
工
業
団
地

庄
原
市

年春にオープン予定の道の
駅たかの（上下イメージ）

滝口氏

地
域
活
性
化
を
期
待

　
滝
口
季
彦
庄
原
市
長

　
庄
原
市
で
は
、
２
０
１
３

年
春
の
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
の
一
部
開
通

三
次
松
江
間

に
あ
わ

せ
、
高
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
隣
接
す
る
高
野
観
光
交

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
道
の
駅
た

か
の
」
が
完
成
し
ま
す
。

　
こ
の
道
の
駅
の
完
成
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ

る
観
光
振
興
、
農
産
物
の
販

売
促
進
な
ど
地
域
活
性
化
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
対
策
で
は
、

引
き
続
き
、
庄
原
工
業
団
地

を
中
心
に
市
内
の
農
畜
産
物

や
森
林
資
源
な
ど
を
活
用
す

る
企
業
の
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
広
島
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
庄
原
市
は
「
庄
原
工
業

団
地
」
を
所
有
す
る
。
総
面

積
８
万
３
０
０
０
平
方

の

団
地
に
は
、
建
機
の
リ
ー
ス

会
社
や
家
具
製
造
会
社
な
ど

８
社
が
進
出
。
庄
原
市
で
は

立
地
条
件
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
残
る
２
万
９
０
０
０
平

方

の
完
売
を
目
指
す
。

　
庄
原
工
業
団
地
は
中
国
自

動
車
道
の
庄
原
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
東
へ
１
・
５

に
位
置
す
る
。
２
０
１
４

年
度
に
は
、
庄
原
Ｉ
Ｃ
と
三

次
Ｉ
Ｃ
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る

三
次
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
を
通
る

中
国
横
断
自
動
車
道
「
尾
道

松
江
線
」

１
３
７

が
全
線
開
通
。
広
島
県
の
尾

道
市
か
ら
島
根
県
の
松
江
市

が
結
ば
れ
、
西
瀬
戸
自
動
車

道

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海

道

と
も
つ
な
が
る
。

　
庄
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
尾
道
ま
で

は
１
時
間

分
、
三
次
Ｊ
Ｃ

Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
か
ら
松
江
は
１
時

間

分
で
結
ば
れ
る
。
従
来

に
比
べ

分
―

分
の
時
間

短
縮
に
な
り
、
物
流
や
通
勤

の
利
便
性
が
格
段
に
向
上
す

る
。
分
譲
価
格
も
庄
原
市
の

助
成
制
度
を
活
用
す
れ
ば
、

１
平
方

あ
た
り
９
９
７
５

円
に
な
る
。
「
近
郊
の
工
業

団
地
の
分
譲
単
価
に
比
べ
て

２
割
程
度
安
い
」

庄
原
市

企
業
立
地
係

と
い
う
。

　
自
動
車
道
開
通
に
よ
る
物

流
向
上
に
期
待
す
る
企
業
は

多
く
、
工
場
増
設
を
計
画
し

て
い
た
企
業
が
他
市
か
ら
移

転
進
出
し
て
き
た
。
団
地
内

の
既
存
工
場
を
増
築
す
る
動

き
も
あ
る
。
進
出
企
業
が
庄

原
市
内
の
企
業
か
ら
部
品
調

達
を
始
め
る
な
ど
、
工
業
団

地
に
よ
る
波
及
効
果
も
出
始

め
て
い
る
。
こ
う
し
た
プ
ラ

ス
効
果
を
受
け
、
現
在
、
庄

原
市
の
企
業
立
地
係
が
中
心

と
な
り
、
残
る
土
地
へ
の
誘

致
を
進
め
て
い
る
。
地
震
や

豪
雨
な
ど
の
影
響
を
受
け

て
、
西
日
本
へ
拠
点
進
出
を

計
画
す
る
企
業
に
対
し
利
便

性
な
ど
を
説
明
。
売
り
込
み

を
強
化
し
て
い
る
。

松井氏

ニーズくみ、企業呼び込む

広島県産業特集

いにしえの風情残す三次町の街並み

増田氏

西風新都とその先に広がる広島市街と瀬戸内の海

広
島
市

三
次
市

立地促進補助の制度を拡充・刷新

企
業
の
誘
致
　強
化

　
松
井
一
實
広
島
市
長

　
広
島
市
で
は
、
市
政
運
営

の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る

「
世
界
に
誇
れ
る

ま

ち

」
の
実
現
に
向
け
た
施

策
の
一
つ
と
し
て
、
西
風
新

都
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

の
取
組
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　
西
風
新
都
は
丘
陵
地
に
あ

っ
て
防
災
上
も
利
点
が
あ

り
、
高
い
利
便
性
を
誇
る
交

通
ア
ク
セ
ス
と
併
せ
て
、
他

の
地
域
に
は
無
い
優
れ
た
立

地
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
拡
充
し
た
企

業
立
地
促
進
補
助
制
度
を
最

大
限
に
活
用
し
、
積
極
的
に

企
業
誘
致
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
広
島
市
で
は
、
市
内
北
西

部
の
丘
陵
地
４
５
７
０

に
、
「
住
み
、
働
き
、
学

び
、
憩
う
」
と
い
う
複
合
機

能
を
備
え
た
新
た
な
都
市
拠

点
と
し
て
「
ひ
ろ
し
ま
西
風

新
都
」
の
開
発
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ひ
ろ
し
ま
西
風
新
都
は
、

住
宅
、
産
業
、
学
術
研
究
、

文
化
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
ゾ

ー
ン
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

域
内
２
カ
所
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
よ
り
高
速
道
路
に

直
結
す
る
と
と
も
に
、
軌
道

系
の
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
が

中
央
を
走
る
。
ま
た
、
広
島

高
速
４
号
線
に
よ
り
広
島
市

中
心
部
と
約

分
で
結
ば
れ

る
な
ど
、
交
通
の
利
便
性
が

最
大
の
特
徴
。
こ
れ
ま
で
に

進
出
し
た
企
業
は
１
３
７
社

に
の
ぼ
る
。

　
広
島
市
で
は
、
ひ
ろ
し
ま

西
風
新
都
を
中
心
と
し
た
企

業
誘
致
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
た
め
、
今
年
度
「
広
島

市
企
業
立
地
促
進
補
助
制

度
」
が
拡
充
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
三
つ
に

分
か
れ
て
い
た
補
助
メ
ニ
ュ

ー

建
物
・
機
械
設
備
に
対

す
る
補
助
、
税
相
当
額
に
対

す
る
補
助
、
雇
用
奨
励
金

が
、
建
物
・
機
械
設
備
に
対

す
る
補
助
に
一
本
化
さ
れ
、

わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い

制
度
と
な
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
、
ひ
ろ
し
ま
西
風

新
都
へ
立
地
す
る
企
業
に
対

す
る
優
遇
措
置
も
強
化
さ
れ

た
。
初
期
投
資
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
建
物
・
機
械

設
備
に
対
す
る
補
助
率
が
、

最
大

％
か
ら
最
大

％
に

拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
、
補

助
限
度
額
も
５
億
円
か
ら

億
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
ホ
ル
ダ
ー
企
業

土
地
を
取
得
し
、
建
物
を

建
設
後
、
事
業
を
行
う
企
業

に
賃
貸
す
る
企
業

も
補
助

の
対
象
に
加
え
ら
れ
る
な

ど
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
制
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
。

　
広
島
市
で
は
、
企
業
訪
問

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
、
拡
充
さ
れ
た
補
助
制
度

を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
積
極
的

な
企
業
誘
致
活
動
を
推
進
し

て
い
る
。

利
点
ア
ピ
ー
ル
、
進
出
促
す
災
害
少
な
く
生
活
も
便
利
県
営
三
次
工
業
団
地
（
�
期
）

「
地
の
利
」
生
か
す

　
増
田
和
俊
三
次
市
長
　

　
広
島
県
三
次
市
は
、

や

ら
に
ゃ
い
け
ん
！
が
ん
ば
る

三
次

を
合
言
葉
に
「
生
活

最
優
先
都
市
」
の
実
現
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
度
に
全
線
開

通
が
見
込
ま
れ
る
中
国
横
断

自
動
車
道
尾
道
松
江
線
を
契

機
と
し
、
官
民
一
体
の
「
オ

ー
ル
三
次
」
の
観
光
推
進
体

制
を
構
築
し
、
「
わ
く
わ
く

・
楽
し
む
・
交
流
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
新
し
い
観
光
ス
タ

イ
ル
の
創
造
や
、
中
国
自
動

車
道
と
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト

「
地
の
利
」
を
最
大
限
に
生

か
し
た
企
業
誘
致
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
広
島
県
三
次
市
は
、
県
営

三
次
工
業
団
地

期

へ

の
企
業
誘
致
を
市
政
の
最
重

要
課
題
に
し
て
い
る
。
高
速

自
動
車
道
な
ど
の
交
通
ア
ク

セ
ス
の
拡
充
、
都
市
基
盤
整

備
の
充
実
、
災
害
の
リ
ス
ク

が
少
な
い
、
な
ど
を
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
に
、
誘
致
活
動

を
展
開
。
首
都
圏
で
立
地
セ

ミ
ナ
ー
を
開
い

て
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成

に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
同
団
地
は
中
国
地
方
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
２
０
１

３
年
度
に
三
次
・
松
江
間
の

開
通
、

年
度
に
全
線
開
通

予
定
の
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
と
中
国
縦
貫
自

動
車
道
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト

に
あ
る
。
目
前
に
迫
っ
た
横

断
道
開
通
を
誘
致
に
活
用
す

る
。
横
断
自
動
車
道
は
通
行

無
料
の
高
速
道
で
、
四
国
地

域
を
取
り
込
む
に
も
非
常
に

有
利
。
ま
た
沿
線
の
自
治
体

が
連
携
し
た
組
織
も
設
置
、

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。
縦
貫

自
動
車
道
は
ほ
と
ん
ど
の
区

間
で
渋
滞
が
な
い
の
も
魅
力

に
あ
げ
る
。

　
生
活
も
半
径
５

の
な

か
で
す
べ
て
を
満
足
す
る
こ

と
が
で
き
て
便
利
だ
。
市
全

域
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
利

用
で
き
る
な
ど
都
市
基
盤
整

備
も
進
ん
で
い
る
。
自
然
も

豊
か
で
、
地
震
、
台
風
な
ど

の
災
害
も
少
な
く
、
リ
ス
ク

分
散
に
適
し
て
い
る
。
定
住

の
呼
び
か
け
に
も
多
く
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に
向
け
て

は
従
業
員
ご
と
企
業
・
工
場

移
転
も
働
き
か
け
る
。

　
企
業
誘
致
を
強
化
す
る
一

環
と
し
て
、
企
業
誘
致
課
を

市
長
直
属
に
し
た
。
情
報
を

共
有
化
し
て
、
迅
速
な
行
動

を
起
こ
す
狙
い
。
積
極
的
に

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
し
、
何

と
し
て
も
誘
致
を
実
現
す
る

と
い
う
姿
勢
を

表
し
て
い
る
。

ま
た
食
品
工
業

な
ど
の
用
水
型

誘
致
企
業
の
業

種
拡
大
を
図
る

た
め
、
上
水
道
の
供
給
量
を

３
倍
の
日
量
１
０
０
０
立
方

に
増
量
、
料
金
の

年
間

助
成
も
打
ち
出
し
て
い
る
。
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